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図―３ 亜鉛注入装置殻置工事��

１��工事概要 ｉ��

作業員の被ばく低減を目的として 、 コバルト－６０等の放射性物質が機器や配管内表回��

付着するのを抑制する等の効果がある亜鉛を１次冷却材中に注入するための装置布． ｆ��

学体積制御系に設署Ｌた。��
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ｌ　　　爾銓洋 入による��

放射性物質低減メカニズム��

コバルトー６０等��

亜鉛��

１次冷却材�� １次冷却材��
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配管�� 配管��

１次冷却材中のコバルト－６０等の放射性��

物質が機器 ・配管内表面に付着��

亜鉛注入 により、 機器 ・ 配管内表面に強��

固な皮膜を形成させ 、 コバルトー６０等の��

放射性物質が再付着することを抑制��
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